
一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№1（平成 30年 9月 6日） 

番

号 
質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

１ 中 村  敏 彦 市 長 

1. 災害対策について 
(1) 6 月の大阪北部地震や 200 人を大きく超える犠牲者を出した西

日本豪雨など、予測できない災害に対する市長の見解を伺う。 

(2) 本市の土砂災害警戒区域、いわゆる急傾斜崩壊及び土石流警戒

区域に指定されている箇所、並びに要整備箇所はどの程度あるか。 

(3) 災害時の避難に関する情報、いわゆる「避難準備・高齢者等避

難開始」「避難勧告」「避難指示（緊急）」などの段階的指示の言葉

が市民に理解されているか。 

2. 公共施設の管理方針について 
(1) 平成 28 年度から 37年度までを計画期間としている「公共施設

の管理計画」の進捗状況について伺う。 

(2) 「公共施設の管理計画」では、公共施設の住民一人当たり床面

積が、全国平均の 2倍であることが強調されているが、半分に縮小

するという方針なのか。 

(3) 現有施設を「賢く使うこと」への認識は極めて大事であるが、

市民の要望やまちづくりで必要な施設についてはどのように考え

ているか。 

２ 濵 田  尚 

市 長 

 

教 育 長 

1. 防災対策について 
平成最悪の豪雨被害となった西日本豪雨。河川の氾濫や洪水、土

砂災害などで 200人を超える死者や 5,000棟を超える全壊住宅など

で甚大な被害となった。市民の命を守る防災対策をさらに強化すべ

きではないか。 

(1) 串木野ダム、市来ダムの両防災ダムにおける危険予測について

伺う。 

(2) 砂防ダムなどの堆砂の状況や管理について伺う。 

(3) 防災センターを建設中であるが、防災カメラの設置など防災シ

ステムの構築をすべきではないか。 

2. 消防行政について 
消防力強化を急ぐべきと考える。 

(1) 県内のはしご車の整備状況について伺う。 

(2) 訓練施設や通信指令の充実等を考えると、新庁舎建設について

財源を含め検討すべきではないか。 

3. 美しいまちづくりについて 
心地よく快適に暮らせる美しいまちづくりは、まち全体の質と価

値を高めると思う。 

(1) 街路樹の更新や除草、積極的な美化活動の推進などの取組状況

を伺う。 

(2) 国道や県道の無電柱化を推進すべきではないか。 

(3) 国体に向け、花いっぱい運動を推進してはどうか。 



３ 江 口  祥 子 市 長 

1. 市営住宅における連帯保証人制度について 
(1) 連帯保証人要件を満たせず入居に至らなかったケースの過去 5

年間の件数と主なケースについて伺う。 

(2) 民法改正を踏まえた「公営住宅の入居に際しての取り扱い」に

ついて、本市はどのような対応を考えているか。 

(3) 入居時の連帯保証人の要件を廃止する場合の課題と対応につい

て伺う。 

2. 高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種事業について 
(1) 平成 26 年度から 29年度の本市の定期接種対象者の接種率（接

種者数／対象者数）と今年度の現状について伺う。 

(2) 今年度が定期接種事業の最終年度になるようだが、未接種者へ

の勧奨をどのようにしていく考えか。 

(3) 接種できなかった市民への救済措置を設けるべきではないか。 

４ 東  育 代 

市 長 

 

教 育 長 

1. 防災対策について 
(1) 自主避難所の整備について伺う。 

(2) ペット同伴避難の対応について伺う。 

(3) 福祉避難所について伺う。 

(4) 災害弱者避難計画について伺う。 

(5) ハザードマップの周知について伺う。 

(6) 自主防災組織の取組みについて伺う。 

(7) 危険ブロック塀の調査結果について伺う。 

2. 公営住宅について 
(1) 市営住宅の入居状況、家賃収納の現状について伺う。 

(2) 老朽化している建物の今後の計画について伺う。 

(3) 入居者の駐車場整備について伺う。 

５ 中 里  純 人 

市 長 

 

教 育 長 

1. 防災対策について 
西日本豪雨災害の教訓を本市の防災対策に活かしてはどうか。 

(1) 避難情報について。 

(2) 自主防災組織について。 

(3) 要支援者情報について。 

(4) ハザードマップについて。 

(5) ダム放流について。 

(6) 五反田川の寄州について。 

2. 保育事業について 
(1) 子ども・子育て支援新制度後の現状と課題について。 

(2) 保育士不足による配置基準への影響について。 

(3) 人口減に伴う定数見直し及び園児の振り分けについて。 

(4) 保育料について。 

(5) インクルーシブ保育について。 



一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№2（平成 30年 9月 7日） 

番

号 
質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

１ 原 口  政 敏 

市 長 

 

教 育 長 

1. 災害に強いまちづくりについて 
(1) 大里川・五反田川・八房川は大丈夫か。 

(2) 大里川の拡幅工事の完成の時期はいつか。 

(3) 中州の除去が必要ではないか。 

(4) 大雨のときの市民への対応は大丈夫か 

(5) 土砂崩れ対策は大丈夫か 

2. 市来支所前の市民プールについて 
(1) 老朽化が進んでいるが、今後の整備計画はあるのか。 

(2) 市来中学校のプールを活用し、市来えびす市場の大型バス駐車

場にする考えはないか。 

3. 通学路の安全対策について 
(1) 危険な場所はないか。 

(2) 児童は決められたスクールゾーンを利用しているか。 

4. 児童虐待防止について 
本市も例外ではないと聞いているが、対策は行っているか。 

5. 道徳教育について 
今年度から小学校で教科になった道徳について、通知表の対応は

どうなるのか。 

２ 宇 都  耕 平 

市 長 

 

教 育 長 

1. 公立小中学校の危険なブロック塀の改修について 
全国 1万 2千校超で安全に問題がある塀が確認され、うち公立小

中学校は 7,700校に上った。対策を急ぐ必要があると判断されたが

本市の現状はいかがか。 

2. 崎野潟の環境保全について 
(1) 大里川左岸の強化工事の今後の計画はいかがか。 

(2) 浜崖対策の工事進捗状況及び今後の計画はいかがか。 

(3) 離岸堤延長の今後の計画はいかがか。 

3. 本市の農業（果樹園芸）振興策について 
本市の特産品であるみかん、ぽんかん、サワーポメロ等を持続的に

産出できるように適地選定が必要と考えるが、市長の考えを伺う。 

３ 吉 留  良 三 

市 長 

 

教 育 長 

１．買い物弱者対策の強化について 
（1）コミュニティ自動車の有効活用を図るべきではないか。 

（2）いきいきバスを有効活用出来ないか。 

（3）個人商店、移動販売車への助成を検討すべきではないか。 

２．生福・冠岳・川上小学校の学校環境の整備について 
（1）トイレの改善について、洋式化を進めるべきではないか。 

（2）雨漏り対策を早急にすべきではないか。 

（3）プール及び更衣室の改修と安全対策について伺う。 

３．小学校のクーラー設置について 
 前倒しで設置できないか。 

４．健康寿命延伸と医療費抑制について 
（1）より細やかな地域健康づくりのために、どの様な対策が必要と

考えるか。 

（2）若者の検診をどう増やしていくか。また、男性（特に高齢者）

の積極的な社会参加も健康寿命延伸に有効と考えるがいかがか。 



４ 西 別 府  治 市 長 

1. 神村学園前駅周辺まちづくり計画について 
(1) 進捗状況と計画行程について伺う。 

(2) 合併特例債の延長に伴う予算確保について伺う。 

(3) 市街地中心部と郊外地域の人口増対策について伺う。 

2. 観光ビジョン策定に伴う海洋（海）の活用について 
(1) 島平港の「海の駅」認定について伺う。 

(2) 水産庁が進める渚泊を活用した水産業の活性化等について伺

う。 

(3) 農山漁村振興交付金の活用について伺う。 

(4) 渚泊・農泊の地域一丸となった推進体制について伺う。 

５ 福 田  清 宏 

市 長 

 

教 育 長 

1. 学校適正化計画書について 
(1) 学校規模適正化検討委員会の提言書の内容に基づく学校適正化

計画書の立案、成案について伺う。 

(2) 串木野高等学校に関する鹿児島県教育委員会の対応について伺

う。 

2. 沿岸漁業の振興について 
 今後の沿岸漁業振興施策として、どのような取組みが、必要だと

思われるか伺う。 

3. 防災対策について 
(1) 串木野防災ダムと五反田川の許容水量、及び五反田川に水草が

繁茂する現況の許容水量について伺う。 

(2) 串木野防災ダムの緊急放水による五反田川河口の潮位の変動に

ついて伺う。 

(3) 五反田川河口左岸防潮堤から新港大橋に至る岸壁の改修につい

て伺う。 

(4) 塩田川水門の動力ポンプの能力と稼働状況について伺う。 

(5) 自治公民館及び地区まちづくり協議会が行う防災・避難訓練の

現況について伺う。 

4. 道路改修について 
(1) 道路改良特別事業等の平成３１年度の予算計上について伺う。 

(2) 高齢化社会に向けての路面整備について伺う。 

5. 中央交流センターについて 

 既存の公共施設を活用することについての協議結果について伺う。 

6. コミュニティバスの運行状況について 

(1) 九州電力株式会社から譲渡され、地区に貸与された福祉車両は、

順調に運行し活用されているか、伺う。 

(2) 貸与されなかった地区に対する対応はどのように考えている

か、伺う。 

(3) 運行に係る要項は、作成されたか、伺う。 

 

 


